
生きるための防災力
自らの命を守る力、大切な人を助ける力の定着を目指して３年間に
渡り、取り組んできた防災学習。最終年度の学習内容をレポート！

田代中学校で始まった防災学習プログラム

災害発生で起こり得ることを想像

災害時の備えを考える
　６月６日、東京大学の目黒教授が考案したツー
ル「目黒巻き」を使用して災害が発生した時の行
動について学習しました。用紙に災害発生前後や
数分後など、時間経過ごとの自分や家族が取る行
動、町の状況などを想像しながら記入。自分や周
囲の人の行動、感情などを具体的に想像すること
で、災害時の備えについて見直しができ、防災力
を向上させることができました。

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
各
小
中
学

校
が
独
自
に
取
り
組
む
「
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
」。
そ
の
一
環
と
し
て
田
代

中
学
校
が
進
め
て
い
る
の
が
、
災
害
に

対
応
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
防
災
学

習
で
す
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、
守
ら
れ

る
側
か
ら
守
る
側
に
立
つ
な
ど
を
目
標

に
、「
知
る
」「
考
え
る
」「
動
く
」
を

各
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
。
昨
年

６
月
か
ら
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
分
け

授
業
を
行
い
、
消
防
隊
員
に
よ
る
災
害

や
事
故
時
の
救
急
救
命
講
習
、
地
域
住

民
に
災
害
へ
の
備
え
を
呼
び
か
け
る
た

め
の
「
防
災
チ
ラ
シ
」
の
配
布
な
ど
、

最
終
年
度
は
「
動
く
」
を
中
心
に
進
め

ま
し
た
。

　

３
年
間
に
渡
り
、
取
り
組
ん
で
き
た

防
災
学
習
で
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
終
年
度
に
行
っ
た
学

習
内
容
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、

守
ら
れ
る
側
か
ら
守
る
側
へ自

分
と
家
族
を
守
る
状
況
に
応
じ
た
行
動

情
報
の
収
集
と
判
断
能
力

　

生
徒
が
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
高
齢

者
や
子
ど
も
た
ち
、
自
分
た
ち
の
命
を

守
る
目
的
で
２
０
１
９
年
か
ら
始
ま
っ

た
田
代
中
学
校
の
防
災
学
習
。
初
年
度

か
ら
自
助
と
共
助
の
重
要
性
、
そ
し
て

自
助
を
支
え
る
の
は
「
情
報
を
知
る
努

力
」、「
日
頃
の
備
え
」、「
早
め
の
避
難
」

で
あ
る
こ
と
を
生
徒
の
皆
さ
ん
に
強
く

伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
与
え
ら
れ

た
設
定
を
真
剣
に
捉
え
、
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
う
姿
や
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て

発
表
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
非
常
に
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ま
が
社
会
に
巣
立
ち
、

一
人
の
「
親
」
と
し
て
家
族
の
安
全
を

守
る
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の
教
育

が
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。そ
し
て
、「
子
」に
伝
え
て
い
っ

て
も
ら
え
れ
ば
さ
ら
に
嬉
し
い
で
す
。

伝
え
て
き
た
自
助
と
共
助
の
重
要
性

　11 月 22 日、身近に起きる災害への
備えを呼びかけるために地域世帯へ防
災チラシを配布しました。生徒それぞ
れが「防災に大切なこと」をテーマに
チラシを作成し、11 月８日に行われた
コンテストで選ばれた作品をデザイン
に採用。チラシを受け取った住民から
は「防災に必要な物が確認でき、わか
りやすい。家の目に付く場所に貼って
おきます」などの声も聞かれました。

1地域世帯に作成した防災チラシを配
布する生徒　2作成した防災チラシ

1講師を務めた鹿児島
地方気象台の轟地域防
災官　2防災気象情報
を収集し、避難経路を考
える生徒　 3グループ
で考えた避難経路を発
表する生徒

　12 月７日は鹿児島地方気象
台から職員２名を講師に招き、
状況に応じてどのような行動
が必要になるか考える「大雨
防災ワークショップ学習」を行
いました。グループごとに住
居周辺の地形や家族構成を設
定し、時間経過により変化す
る防災情報の収集を行い、避
難所へ安全に移動するタイミ
ングなどを考え発表。近年増
加の一途を辿る「大雨」とい
う自然災害から自分と家族を
守るための処置判断能力を向
上させる学習となりました。

  「防災で大切なこと」をテーマにチラシを制作

チラシ配布で防災の呼びかけ

　　南部消防署隊員より救急救命を学ぶ

素早い行動と正確な技術
　７月６日に南部消防署隊員４名が田代中を訪問し
救急救命講習を実施。生徒たちは心肺蘇生法やＡＥ
Ｄの使い方についてＷｅｂで事前に学習し、当日は
ダミーを使用した救急救命講習に臨みました。災害
発生時に限らず、事故などで呼吸と心臓が停止して
しまった人を救うには、秒を争う素早い対応と正確
な技術が必要と教わった生徒たち。講習を受けた生
徒全員に「普通救命講習修了証」が授与されました。

錦江町防災専門監
（地域防災マネージャー）

小瀧 弘規

12南部消防署
の隊員より心肺
蘇生法について
講習を受ける生
徒たち　3負傷
時の対応方法を
説明する隊員

①

②

③

▲生徒が実際に記入した「目黒巻き」。完成すると絵巻物の
ようになることから「目黒巻き」と呼ばれています。

②①

① ②

③
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